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論文内容の要旨
【緒言】
　俯き頭位（face-down positioning, FDP）は、網膜剥離（rhegmatogenous retinal detachment, 
RRD）と黄斑円孔（macular hole, MH）の治療として、硝子体手術とガスタンポナーデの施
行後に必要な頭位である。FDPの負担は大きいので、期間短縮や緩和の方法について活
発な議論が行われている。ところがこれまでの研究では、FDPのアドヒアランス（遵守）
を調べる方法がなかったために、症例によっては推奨した頭位を維持していないかもしれ
ないことが考慮されていなかった。そこで当教室では、訪床毎の頻回な頭位の観察によっ
てFDPのアドヒアランスを定量し、FDPのアドヒアランスには大きな個人差があること
（Seno他2015）、FDPの不良なアドヒアランスがMH非閉鎖の原因になること（Shimada他
2017）を発見し報告した。しかしながらFDPのアドヒアランスについて、未だ多くのこと
が解明されていない。
【目的】
　FDPのアドヒアランスに影響する要因を調査する。
【対象】
　藤田保健衛生大学病院で2012年4月から2年間に入院して初回手術を行い、術後FDPを
推奨した296例を対象にした。
【方法】
　FDPを必要とする入院症例は、看護師が訪床時にFDPを保っているかどうかを記録し
ている。看護記録から、術後3日間、手術当夜0時から、6時、12時、18時の計12回FDPの
遵守の有無を調査した。FDP遵守率＝FDP遵守回数/観察回数と定義して計算した（藤田
保健衛生大学医学研究倫理審査委員会承認No 16-036）。
【結果】
　（1）3日間のFDP遵守率 全症例では50.0–100.0%の個人差があり、88.3 ± 11.7（平均 ± 標
準偏差）%だった。女性症例119例では90.8 ± 10.0%であり、男性症例177例の86.7 ± 13.3%
よりも有意に良好だった（P < 0.02, Mann–Whitney U test）。RRD204例では87.5 ± 12.5% 
であり、MH92例の90.8 ± 11.7%より有意に不良だった（P < 0.02）。性別に疾患を比較し
たところ、女性のRRD63例では女性のMH56例よりやはり有意に不良だった（P < 0.01）。
男性のRRD141例とMH36例の間には有意差はなかった。3日間のFDP遵守率と症例の年齢
に相関は見出されなかった。（2）時刻別のFDP遵守率 0時83.4 ± 37.2%が、6時、12時、18
時よりも有意に不良だった（総てP < 0.01, Cochran Q test, Bonferroni補正）。6時、12時、
18時の間には有意差はなかった。（3）術後日数別のFDP遵守率 初日91.7 ± 27.6%は2日目
（P < 0.04）、3日目（P < 0.01）より有意に良好で、また2日目は3日目よりは良好だった（P < 
0.03）。
【考察】
　FDPのアドヒアランスが女性やMH症例で良好なのは当教室の以前の報告と一致する。
MHは初診より手術まで時間があり、FDPの重要性がより深く認識されると考えられる。
深夜のアドヒアランス悪化は睡眠の影響であり、日を追うにつれて悪化するのは緊張の緩
和によるものであろう。
【結語】
　本研究におけるFDPのアドヒアランスの結果はRRDやMHの手術後管理に非常に有用で
あると考えられる。
論文審査結果の要旨
　俯き頭位（FDP）は、網膜剥離（RRD）と黄斑円孔（MH）の治療としての硝子体手術とガス
タンポナーデの施行後に必要な頭位であるが、FDPのアドヒアランスについては未だ多
くのことが解明されていない。本研究では、FDPのアドヒアランスに影響する要因を調
査するため、実際に藤田保健衛生大学病院で初回手術を行い、術後FDPを推奨した症例
を対象にして、看護記録から、術後3日間、手術当夜0時から、6時、12時、18時の計12回
FDPの遵守の有無を調査した。FDPのアドヒアランスが女性やMH症例で有意に良好で
あったが、これは教室の以前の報告と一致する。MH症例の遵守率が良かったのは、初診
より手術まで時間があり、FDPの重要性が患者により深く認識されるためと考えられる。
深夜にアドヒアランスが有意に悪化していたが、これは睡眠の影響であり、日を追うにつ
れて悪化するのは緊張の緩和によるものと推察される。本研究におけるFDPのアドヒア
ランスの結果はRRDやMHの手術後管理に大変有用であると考えられ、学位論文として十
分な内容と評価された。
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